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中央アフリカ共和国の地質と鉱物資源

地質のあらまし

中央アフリカ共和国の地質･鉱物資源の調査･開発業

務は水森林鉱山省鉱山地質局の管轄の下に行なわれて

いるが従来主としてフランスの地質鉱物赤道地区研

究所と地質鉱物研究所とによって実施されその成果は

1953年以降に刊行された14葉の50万分の1地質図幅汝ら

びに12冊の同説明書150万分の1地質図として発表さ

れまた未刊行の多くの報告書として中央アフリカ共

和国政府に提出されている(第1図).このことからも

分かるようにこの国の産業開発はかつての宗主国で

あるフランスの援助によって行恋われてきたわけである

がここ数年来ノトマニアおよびソビエト連邦を主と

するフランス以外の諸国との友好関係が急速に進展して

いるのでこの国は万般にわたって従来のフランスｰ

辺倒から大きく変貌しつつある.したがって最近は

各国からの鉱物資源調査団の来訪カ頻繁になっているか

国土のほとんどカミきわめてゆるやかにうねる丘陵性の地

形である上に植生とラテライトによっておおわれている

こと1km2当りの延長カミわずかに30m前後という道路

網の乏しさ底とのために野外調査には多大の労力と時

間とを余儀なくされている(第234図).

地質図作成に当って植生を重視した写真地質が採用さ

れまた鉱物資源探査の初期的手段として沖積層探鉱

と水をおもな対象とした地球化学探鉱カミ多用されている
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小村幸二郎

がこれらは主として上に述べたような理由にもと

づいてい.る.

アフリカ大陸全面積のおよそ57%を占めて分布する先

カンブリア期の諾岩類は北から南へ酉アフリカ剛塊

コンゴ剛塊カラハリ剛塊を形成する(第5図).

中央アフリカ共和国はコンゴ剛塊の北端部付近に位置

しておりその地質は先カンブリア期層古生層中

生層古～新第三紀層第四紀層花開岩類を主ξする

先カンブリア期の火成岩類などによって構成されている

(第6図第1表).地質上の大きな特徴としては古

生代以後現在まで海成層の堆積がまったく行なわれてい

ないこと古生代の堆積物カミ上部石炭紀～下部ジュラ紀

と考えられているKarroo系に対比される流水一氷河堆

積物だけであること中生代の堆積が白亜紀だけに行な

われたらしいこと古生代以後に火成活動がまったく行

なわれていないことなどカミ挙げられる.

先カンブリア期層は構成岩類の相違層序構造的

関係などによって下部のDと上部のAとに大別され

ており(第1表)ソビエト連邦が1966年に刊行したア

フリカ全土の地質図ではDは始生代Aは原生代とさ

れている.

Dはもっとも広く分布しており角閃岩輝岩チ

ャｰノッカイト角閃片麻岩両雲母片麻岩輝石片麻

岩ミグマタイトなどを主要構成岩類とする下部と白

雲母片岩両雲母片岩ザクロ石片岩藍晶

石片岩絹雲母片岩緑泥片岩石英片岩
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珪岩などを主要構成岩類とする上部とに大別

され基盤コンプレックスと呼ばれることの

多い下部はガｰナ共相国やオｰトボルタ共和

国南部に分布する先カンブリア期下部の

Dahomeyenに上部はDahomeyenを不整

合におおうAtacgripnとBirrimienに対比

されている.西部地域のLinおよびKadei

統はAtacorienに東部地域のBanguiKette

系と西部地域のMpo友｡系はBirrirnienにぞ

'れぞれ対比されているが中央よりやや東部

のIpPy地域ではAtaco土ienとBirrimien

に対比される地層はMadonguるrる統と呼ば

れている､なおAtaco･i㎝に対比される

第1図50万分の1地質図幅索引図

数字は刊行年度を示す.斜線部は観明書未刊行

E1鵬丁(東).0:OUEST(酉)

刊行年湊の入っていない地区は図幅･説明書ともに未完成か*調査�
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地層は東部地域では知られていないらしい.

Aは北緯6.40'付近より南部にきわめて不規則な形

で断続的に分布するほか北西部のチャド共和国との国

境付近にも分布する.このようにAはチャド盆地と

コンゴ盆地を分ける分水嶺の北側と南側だけに分布して

いるがこの分布は北東一南西方向に走る分水嶺付近

でDが相対的に隆起していることを暗示しているように

思われる､主として砂岩粘板岩デイライト石灰

岩ドロマイトチャｰトなどからなり東部地域で

Ouakini系西部地域でLobaye系と呼ばれている下部

はTa吐waienに東部地域でBasseKotto系西部地

域でZinga統と呼ばれている上部はFa16mienに対比

されている.主要構成岩の相違や分布地域枚どによっ

ていろいろの名称で呼ばれておりバクヴプのウラン

鉱床を含む始新世の堆積物の基盤とたっているドロマイ

トを主とする部分はとくにBaヒ｡uma統と呼ばれ

またこの付近に分布するAには断片的に氷河堆積物

がはさまれているといわれている.

アフリカ大陸の中部と南部では先カンブリア時代に

7回の氷河期(24～25億年20～21億年12～13億年

9～10億年8～9億年7～8億年6～7億年)が

あったといわれているがSc亘ERM鵬Ho帆LJ.G.と

ST畑丁0N,W.I.は1963年に発表した｢西コンゴ地向斜

のテイロイド｣と題する論文の中で大略｢ガボンから

アンゴラまでつづくti11oidfOrmati㎝は従来考えら

れていたよう在氷河堆積物ではなく隣接した陸地のわ

第2図バ:ノバリ付近の地形

比高150m前後のゆるやかな丘陵地形で章と灌木とで特徴づけられたいわゆ

るサバンナである.手前の木はマンゴ橋は国道2号線に架かる鉄筋コンクリ

ｰト製でわれわれカ…見た橘のうちでは一番立派であった.

第3図クランペル南方のサバンナの植生後

方の丘のようにみえる部分は密林

洲!

一一･･.“｡n･肌･

へ.パ羊しE.,､､1,

}ぺ1｡･畑眺

,榊!紳〆･ニケ∵

･十･い･胡･･,,｡け}､一

州セ洲･･鉗

聯卒㌫ザ㌻芒纂11麦1:甲ρ㎜

†τ岬･i冊舳一`rl,岬●

蟹･m･伽1仙山地･舳二1い

第4図道路図

帥夢･

滅西

途ア

一

フ

リ

カ

剛

塊

･碑･

ゴ

剛

塊

1グ

刷'

塊｡･'

C邑pe摺曲(諏訪兼位1966)

第5図アヲリヵ大陸剛塊分布図�



一52一

策1表中央アフリカ典和国地質層序表

�層序�����東郡��西部

第四系����新TCHAD層群一���新TCHAD層群�

�新築.{系�欝新統������

���中新統者TCHAD層群����芯TCHAD層群�

第三系�������BAMBI0帽群�

��漸新統������

�古第三系�始新統���BAKOUMA含ウラノ層���

白.亜系�����MOUKA-OU^DDA砂岩���CARNOトBEHBERATI砂砦

ジュラ系��������

畳系��������

畳系�������融氷流水堆機層�

石炭系��������

テポン系��������

シルリア系��������

方ルトピス系��������

カンブリア系��������

������MORKlA統FOUROUMBAL^統�BANCUI-MBAIKI統�

�A�����MOYEN-C目1NKO統OuAKIN工統�KOUK噺NOLA統�

�����BANDJA統.COUMBAL統��TONDJA統.BANGA統�

先カンブリア系����KOSHO統����

������BANGuI-KETTE系(MOBAYE瑳石��M-POKO系1NOLA火山岩

�D�����ATTA結晶片岩〕､MADONGU盲R盲統��M-BI統D^MA統BONE

����塞盤複合岩����統KAD酬統基盤複含岩

ずかな上昇に伴って地向斜が急激に沈降するような特殊

な構造的堆積環境の下で生じた海底泥流堆積物である｣

と述べている.これら両説のどちらが正しいかは現在

なお断定されていないがもし海底泥流堆積物であると

する説の方カミ妥当であるならばアフリカ大陸における

先カンブリア時代末期の氷河期は当然否定されしたが

ってバクウマ付近において従来氷河堆積物であ一ると

'されていたA中の挾在物は同時に否定されるとともに

まだ解明されてい荏いAの堆積とその構造的位置につい

ても一つの手かかりを与えることになる.

古生層はベノレベラテイの南東方50～70km付近に

先カンブリア期Dと花闇岩類を不整合におおい中生層

に不整合におおわれてほぼ東西方向に伸びた不規則な

形に分布する.主として石灰質ノジュｰノレを含む粘

土質岩およびテイライトから匁る流水一氷河堆積物とさ

れており南アフリカのKarroo盆地を標式地とする上

部石炭紀～下部ジュラ紀のKarroo系に対比されている.

標式地付近のKanoo系は下部から上部へ向かって

DwykaE㏄aBeaufortStormbergの4統に区分さ

れゴンドワナ層灘に類似する層相と火山活動の特徴を

もっているので大陸移動説の重要な地質的証拠として

注目されているが当国の古生層がKamo系のどの統

に相当するのか明らかでは放いカミKamb系の陸成層

が氷河堆積物にはじまることおよび火山活動が末期

に行なわれていることなどの一般的特徴からみてDwγ

ka～Ecca統付近に対比される可能性が強い.しかし

150万分の1地質図で古生層とされているものが50万分

の1地質図では中生層とされている例もありまた

Karroo系の存否は上述のような重要な意義をもってい

るので今後さらに検討することが望ましい.

中生層は東部と西部に海抜700m前後の台地を形

成して広く分布し東部に分布するものはMOuしa-

Ouadda砂岩酉部に分布するものはCamot-Berbe工ati

砂岩と呼ばれている.両者ともに砂岩礫岩粘土質
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岩などからなる厚さ約250m以下の陸成層で層相の変

化に乏しく白亜紀の堆積物と考えられている.一般

に層理･偽層理を明瞭に示し水平荏いし1ぴ前後の

傾斜をなして先カンブリア期層を不整合におおい北東

部のンデレ付近ではTchad層灘によって不整合におお

われている(第7図).礫岩の主構成物質である礫は

ほとんどが径!00mm以下の円礫でありまたその約

95%が珪岩礫と石英片岩礫である(第8図).

第三紀層はチャド共和国との国境の南部の低地帯に分

布するほか南西部にもせまく分布する.両者ともに

砂岩礫岩粘土質岩からなる漸新世～鮮新世の堆積物

で前者は古Tchad層群後者はBambio層灘と呼ば

れている.これらのほかに以前は知られていなかっ

たバクウマ地域で先カンブリア期AのBa止｡uma統を

基盤とする第三紀層が発見されている.この地層は

砂岩粘土質岩礫岩などからなりウラン鉱床を含む

始新世の堆積物とされている.分布はかなり断片的な

ようであるが厚さ100m以上に達する部分カミ少なくな

レ､.

第四紀層は流水一湖沼堆積物の砂および粘土を主とす

る下位の新Tchad層灘と上位の砂および礫を主とす

る段丘堆積物ならびに沖積層とに区別されとくに北

東部地域に広く分布する.中生層分布地域内を貫流す

る河川の堆積物はダイヤモンドを含むことが少なくない

ので重要視されまた花開岩地帯およびその周辺地帯

の河川の堆積物や段丘堆積物は砂金や稀元素鉱物などを

含んでいることか多いので鉱物資源の探査の対象とし

て重要た位置を占めている.

貫入岩類のおもなものは花開岩類斑糧岩蛇紋岩

撤橦岩ドレライトなどでありこれらのほかに局部

的に小規模の負閃石岩がみられる.これらの火成活動

の時期は花開岩類蛇紋岩撤橦岩角閃石岩カ洗カ

ンブリア期D斑紡岩およびドレライトは先カンブリア

期DおよびAである.これらの買入岩類のうちもっ

とも大規模の岩体をなしかつもっとも広い面積を占

めているのは花商岩類でありその他はやや規模の大

きな岩体を形成する斑紡岩とドレライトを除げば小規

模である.

花開岩類は北東部から南西部にかけてNEE-SW

W～NE-SW方向に底盤状または岩株状をなして分布

するほか中央地域ではNW-SE方向に伸長した特

徴ある形状をなして分布する.･花庸岩類の多くは変動

時花筒岩であり主としてカメルｰン連邦共和国との国

境付近に多くは岩株状をなしているものは後期変動時

～後変動時花闇岩東部のスｰダン共相国との国境付近

に点在する岩株状花嵩岩は再生花闇岩とみなされている.

これらの花庸岩類は一般に岩相の変化に富みたとえば

総体的にマッシブな変動時花騎岩でさえも肉眼では花開

片麻岩との区別がきわめて困難校ことが決して稀ではな

くこのような岩相の変化は数10血のはんい内で認めら

れることが少なくない｡一般に変動時花嵩岩の粗粒

の部分や斑状の部分では流状方向の測定カ可能であり

その方向は岩体の伸長方向とほとんど一致する.

塩基性～超塩基性貫入岩類の分布はきわめて特徴的で

あり花庸岩類の南側に当るコンゴ盆地側でしかも

東部地域と西部地域とに卓越し北方のチャド盆地側や

中央地域ではほとんどみられない.とくに超塩基性

岩類の分布はハンガッソウ付近に広く分布する角閃

岩および輝岩を主とする地域にほぼ限定されているら

しい.

第7図ンデレ付近の中生層ほとんど砂岩からなり層理を明瞭に示

している.中生層はダイヤモンドを含んでいるので重要視さ

れている.

第8図ンデレ付近の中生鳳基底から15平前後上位で礫岩層と砂岩

層がほとんど水平に互層している.礫の95%以上カミ珪岩およ

び石英片岩礫である.下部の厚い砂岩層の右方上限にスケ

ｰル代りにカメラを謁してある.�
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第9図ラテライト分布図

以上に述べたようにこの国の地質は主として先カン

ブリア期の変成岩類と花岡岩類中生層第三紀層およ

び第四紀層によって構成されているがこの国はマダ

カスカノレ共和国からモリタニア共和国南部に至る地域を

占めるラテライト分布地域内に含まれているのでとく

にサバンナ気候区より南部では岩石のラテライト化が

著しく原岩の識別やラテライト化していない岩石の露

出を見出すことは困難である一(第9図).ラテライト化

した部分の厚さは原岩の種類や構造気象条件荏とに

よって当然異なるが!0m以上に達することが少なくな

レ､.

先カンブリア時代末期の6.36億年から4.65億年前に

前に述べた剛塊の周辺で全アフリカ大陸にわたる基盤

岩類の再活動が起こりミグマタイト化作用や変成作用

が大規模に行なわれた.この時期をUSagaran期とい

う.

重要な鉱物資源地幣として広く知られているMOZan-

biξueベルトやDamaraベノレトはこの時期に形成され

たものである.

中央アフリカ共和国がコンゴ剛塊に完全に含まれるの

か大部分カミ含まれるのかまたはごく一蔀が含まれ

るのか完全にこの剛塊の周辺部に当るのかは完全には

把握されていないカミ広大た地域を占めて分布するミグ

マタイトや変成岩類の存在およびその分布がコンゴ剛

塊の北限と推定されるE-W～NEE-SWW方向であ

ることなどからみれぱミグマタイトの南限付近カbン

ゴ剛塊の北限付近であると考えることができるかもしれ

ない.

断層の多くはUSagar･n期の再活動終了以前に形成

されておりビラオ南東方にみられる少数がつ小規模の

断層だけが中生代以後に形成されたらしい.断層の発

達は東経1申付近をほぼ境としてこれより以東では

良好であるがこれより以西では貧弱である.多くは

N-SNEE-SWWNWW-SEENW-SE系であ

るカミN-S系の断層とごく一部のNEE-SWW系の

断層以界は一般に小規模でありまたNW-SE系の

断層は中央部地域にやや特徴的に発達する.このNW

-SE系の断層の形成はこれと同じ方向に伸長する変動

時花開岩と密接に関連しさらに基本的にはクランヘ

ノレ付近をほぼ中心とする大規模の構造の発達に関係して

形成されたものと考えられる.

大規模の榴曲はほとんど知られてい荏いがこのこと

がそのような櫓曲が実在しないことを示しているのか

または実在してはいるカミラテライトや植生による露

出の乏し荏とのために判然としないことを意味している

のか判らない.

USagaran期の変動以後詰岩類の分布･組織･構造

や地質構造を大きく改変するような構造運動や変成作用

はほとんど行なわれてい狂い.したがって古生代以

後の地層の堆積は安定した条件の下で行なわれ現在も

堆積当時の構造をよく残している.

岩層の分布に大きな影響を与えたものの一つとして

削剥作用は重要な意義をもっている.たとえば先カ

ンブリア期Aの断片的た分布東部地域や中央地域にみ

られる広大な面積を占める中生層の欠除などは削翻作用

の結果として生じたものである,中生層の分布を絶っ

たこの削剥作用はバクウマのウラン鉱床を含む始新世

の地層が先カンブリア期Aを不整合におおっていること

からみて始新世以前であり恐らくTchad盆地や

COngo盆地の形成と無関係ではなかろう.

鉱物資源とその探査･開発のあらまし

中央アフリカ共穐国の鉱物資源がはじめて発見され

そしてはじめて利用された時期は明らかではないが

小柱くともアラブによる奴隷狩り以前に銅と鉄が発見さ

れてスｰダンヘ輸出されたといわれている.しかし

鉱業吏の上で年代的に明確なのはダイヤモンド発見以

後である.

自然の恩恵に依存することで生活を支えることカミでき

たこの国カミ従来の自然児から少しづつ近代的青年へ

変貌する契機となったのは1889年フランスカミニコィゴ

共和国の首都ブラザビノレから当国の首都バンギヘ初の駐�
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毛部隊を派遣したことである.しかしフランスは

この国に経済的価値を求めたわけでは祖く大西洋津

と紅海岸とを軍事的に結ぶための一つの基地としての価

値を求めた.そしてこの国の民は古来からの伝統と

慣習の枠の中にフランスの文化と先進諸国の姿の一部と

を組み入れその枠の外へ踏み出すようになっていった.

このよう荏過程において軍事目的達成の一つの手段と

してこの国を手中にしたフランスの政策的間隙をついて

天然ゴムの採集に着眼した商人の動きがあった.

このよう荏商人の活動はこの国の経済開発の過程を

知る上において注目される.

こうしてかつては野生の動物と植物とを生活のおも

抵糧としていたこの国の計画的経済開発は林業とささ

やかな農業にはじまりやカミて世界の産業･経済･政

治の大きな流れの余波をうけて外国からの各種の農作

物の種と苗の移入･栽培を機に農業中心となり1914年

にイピイで発見されたダイヤモンドが1927年に本格的に

採集されはじめ1928年に砂金力溌見されるに及んで

次第に鉱業中心へと変わっていったわけである.そ

してフランスは前に述べた軍事目的の達成が挫折し

たこともあって鉱物資源の探査･開発を積極的に行た

うようになった.その業務を主として実施したのは地

質鉱物赤道地区研究所(I.R.G.M｡)と地質鉱物研究

所(B･R.G.M.)である.これら両者によって行なわ

れたおもな業務は50万分の1地質図幅の作成ならびに

その作成過程における鉱物資源の発見を主目的とする概

査である.これによって発見.された鉱物資源としては

ダイヤモンド砂金銅亜鉛硫化鉄鉄マンガン

砂錫砂クロｰムモナザイトイノレメナイトゥラン

黒鉛石灰岩ドロマイトカオリン亜炭などである

(第10図).しかしこれらの既知鉱物資源のうち開発

当初から現在まで引続いて採掘されているのはダイヤ

モンドと砂金だけである.

輸出総額の50%以上を占めるダイヤモンドはこの国

でもっとも重要な資源であり中生層の分布地域内を貫

流する河川で採掘されているが東部地域と酋部地域と

では産出量･採掘場数ともに異祖り西部地域の方が

卓越する.これらのことは現在採掘されているダイ

ヤモンドの起源が中生層中の古漂砂鉱床であることを暗

示するだけではなく中生層を構成している物質の供給

と堆積およびダイヤモンドの初生鉱床の存在を想定

する上において重要な意味をもっている.

ダイヤモンドの大きさは平均0.8カラットこれま

でに発見された最大のダイヤモンドは1956年に発見さ

れてジゼノレと命名された149カラットである.生産量

の約70%が装飾用約30%が工業用といわれているカミ

近年工業用ダイヤモンドの占める割合が多く祖りつつ

ある.おもな買入国はフランスアメリカ合衆国

イスラエル西ドイツオランダである.

1931年から1970年までの生産量を第2表に示す.た

お1966年度の生産量は邦貨にして約5,077.8百万円

で輸出総額の約55%に相当する.
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策2表

年度別ダイヤモン

ド生産量(単位1カラット)

�年度生産量�年度1�生産漫��年度生産量�年度�生産量

��■�����

』一■■■■凹■'■'一■皿u�������

����

1931�1,500�1941�33,556��1951≡141,338�1961�111,484

�㌲��〰�����㌲����������㈶�㌵�

����一���

1933�600�1943�56,286��･…1…,…�1963�402,186

1934�100�ユ94近�����

��■�57,586��19541147,104�ユ964�442,281

��■�����

1935�100��1945■80,707��1955;133,562�1965�536,810

�㌶���������������〶����㌹�㌵

�㌷��������㈷��������������

�㌸���������〰�����������㌶　

�㌹�������㈲�������������㌱�

���������〶����〉�����〉�㈬�　

第3表

年度別砂金生産量

(単位:キ日グラム)

�年��度1�生�産�量�1■��������������������

�������ll�年��度1�生�産�量��年��度�=�生�産�量�111■�����

�����������������1����■1■�年��度�生�産�量

一■■��■���■皿1'���������一■�������������

���■�■｢�����������������������

��ユ929���2.886��ll��1938���689.955��1■��1947���385.144��1｢������

���=�����������1■�������■��1956���10.512�

�������'�������一�������������

��㌰����〉�����������㈹㌮㈰�����

�������一��������������｢1��1957���19.102�

��1931���246.175��､��ユ940���797.661����1949���231.914��llll��1958���29.011�

��1932�■������������������������

���,��辺78.447��干��王941���709,294����1950���216.076��!1��1959���15.39i�

���■������������������������

���■����■��������������������

��1933���826.637��.1■��1942���765.692����1951���142.330��｣������

���■�����������.』���������1960���9.048�

��������������

��1934�■��906.886��/��1943���670.95基����1952���66.102��コ������

��������������一���������1961���2.490�

�������ll��������������■������

��1935�1��886,938��㍉��1944���616.495����1953���33.214����1962���2.570�

���������������

��㌶�����������������������

������������������������

��㌷�����������������

�������I;��1946���左08.220��⊥��1955���15.582��1■｣1������

砂金は多くの場所で発見されているがおもな産出場

所はベルベラテイロバイェバボウワバンバリｰ

アリンダオボッセシビリ地域などである.またオ

ウアダ北方やボウアノレ南方などで合金石英脈が発見され

ているがいずれも未採掘である.砂金採掘の最盛期

は1932年から1945年頃まででその後は生産量カミ年々減

少し最近ではダイヤモンド採掘の副産物として1～

2kg/年を産出するにすぎない.1929年から1963年ま

での年度別生産量は第3表の通りである.

銅鉱床および銅鉱徴地は数個所で発見されているが

現在ダイヤモンドに次いでもっとも重要視されている

のはNgade鉱床である.この鉱床は北東部のスｰ

ダン共和国との国境近くに位置しており黄銅鉱･黄鉄

鉱･孔雀石などを含む走向延長2,000m以上の3条の主

鉱脈よりなりスｰダン共和国のHofratenNahas銅.

鉱床の西方延長上に当ることから試錐を含む精査の実

施が強く望まれている.これまでにフランスルｰ

マニア国連枝との技術者によって概査カミ行なわれたカミ

総体的な規模･品位･鉱量などについては明らかにされ

てい恋い.Ngade鉱床のほかに銅鉱床の要探査地と

して地球化学探鉱によって銅の示徴が得られている

バンギ西部地区とヤリンガ東部地区とがある.また

銅の徴候は得られてい狂いがセネガノレ共和国やカメル

ｰン連邦共和国において銅鉱化作用と密接な関係がある

とされている地層と対比されているPama続の分布地

域であるPama盆地(北緯1～5｡東経17～18｡)も要

探査地域と目されている一つである.

鉄鉱床には緕品片岩または珪岩中のイタビライト類

似の層状赤鉄鉱鉱床と花筒岩類中の磁鉄鉱を主とする岩

漿分化鉱床とがあり多くは前者に属する一いずれも

先カンブリア期D中に胚胎しそのもっとも代表的かつ

有望視されてきた鉱床は首都バンギの北方に位置する

ボゴアンの鉱床である.含鉄珪岩中に胚胎するこの鉱

床は立地条件に恵まれておりフランスおよびノレｰマニ

アの調査団によって調査され約73万tの鉱量が計上さ

れたが64～69%の品位をもつ良質部の鉱量が約!0万t

にすぎないのでまだ開発されるには至っていない.

露頭では69%前後の良質の塊状鉱(第11図)と低品位

でいちじるしい微櫓曲を示す鉱石(第12図)とがみられ

る.単位鉱体の規模は走向延長200皿以下平均厚さ�
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5～8汕深さ30m前後といわれている.

漂砂鉱床以外の金属鉱床としては上記の金鋼鉄

鉱床以外にマンガン鉱床が数個所で発見されているが

詳細は明らかでない.

ダイヤモンドおよび砂金以外の砂鉱床の分布はかなり

特徴的でありチタン鉄鉱･金紅石･稀元素鉱物は北酉

部のボツサンゴア地域に砂錫はほとんど例外狂く

東部のブリア地域に分布する.

これら漂砂鉱床の多くは品位･鉱量ともに稼行の対象

としては疑問視されているか後に述べるように精査

の対象として注目されている地域もある.

漂砂鉱床および沖積層の探鉱に際して留意されている

おもな鉱物は下記の通りである.

磁鉄鉱チタン鉄鉱クロム鉄鉱赤鉄鉱ゼノタイムマン

ガン鉱物ザクロ石角閃石輝石緑簾石電気石モナズ

石タンタル石金十字石楯石黄鉄鉱ジルコン金紅

石鋭錐鉱白チタン石珪線石鋼玉二硬石組柱石尖

晶石灰重石錫二石ダイヤモンド

数年来もっとも期待されてきた鉱物資源の一つとして

バクウマのウラン鉱床がある.この鉱床はフランス

原子力庁によって発見･探査された後1969年4月から

フランス原子力庁40%中央アフリカ共和国20%フラ

ン子ウラン鉱物会社40%の共同出資によって設立された

バクウマウラン鉱山会社(CompagniedesMinesd'U｡&

niumdeBakou皿auR.B.A｡)によって探査･開発業

務が行なわれていたが1972年2月にU.R.B.A.が解

散して以後は一切の業務が停止され筆者が訪ずれた3

月下旬頃は軍隊の警備下におかれていた.uR,B.A1

は当初資本金22億C坦､=A.フラン(約28.6億円)で

1969年4月29目に設立され1972年末か1973年に操業開

始の予定で処理能力845t年間生産量780tの処理工

場とこれに要する8メガワットの火力発電所の設立に着

工する一方精密探査と採掘に着手した.この時点で

は火力発電用燃料として国内産の亜炭か考えられま

た製品の輸送についてはカメルｰン鉄道の延長ま

たはカメノレｰン鉄道の終着駅まで陸送しこれから大

西洋岸のドゥアラまで貨車輸送するという二つの計画が

立案されていた.しかしuR.B.A.の解散という予

期せぬ事態の発生によってこれらの計画は一応原

点に戻された感がある.

鉱床はドロマイトを主とする厚さ約300mのBakOu-

ma統を不整合におおう始新世の燐酸塩層を母層とする

いわゆる堆積型合ウラシ燐鉱床の一種でMpatou

PamaおよびPatriciaの3地区で確認されている.鉱

床の形状および賦存状態は基盤の表面構造に規制され

一般に基盤の沈降部では肥大し隆起部では薄くなる

かまたは消滅しているらしい.鉱床は幾つかの鉱体の

集合からなり総体的にみてほとんど水平か10｡以下に

傾斜する.地表から鉱床の下限までの深さはMpatou

地区では40mPama地区では60mPatricia地区では

30～100mといわれている.

採掘現場は開発基地の東方約800mに位置する1個所

だけである.Mpatou川の支流の東岸近くに位置する

この採掘場付近はほとんど平坦な地形で採掘準備の

一つとしておよそ50,000m2にわたって樹木が伐採され

ている(第13図).その一隅にある採掘場で鉱床は

東西約13m南北約15m深さ5～6mの規模で露天掘

されているか地表から約2mの位置まで水没している

ので上限付近のごく一部が露出しているにすぎない

第11図ボゴァン(Bogoin)鉄鉱床露頭.積生のたい部分が露頭で

品位は63～69%

第12図ボゴァン(Bogoin)鉄鉱床の露頭.品位30%以下の低品位

部�
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(第五4図).露天掘の壁面では表土0～0.7m椙鉄

鉱によって固結された厚さ約!mのキュラスおよびそ

の下位の白色粘土質鉱石が観察される.

上記3地区で確認されている鉱量は合計約3;600,000

t品位はひ3%U30.Uとして約8,000tが見込まれ

ている.

ダイヤモンド以外の鉱物資源として当国でもっとも

期待されていたこのウラン鉱床の開発力沈ぜに中止され

たかについては真の理由を知る機会が得られなかった

ので明らかでないが鉱床の性質や現地の状況その他に

ついて考えた場合常識的に次の理由を想定すること

ができそうである.

断片的に分布していることが明らかにされたことはこの

国の地史に関して新しい解釈を与えるものでありまた

その中にウラン鉱床が発見されたことはこの国におけ

る今後のウラン鉱床の探査に一つの大きな指針を与え

る.

以上の主要鉱床のほか近い将来に開発を予定されてい

るものに石灰石がある.この鉱床はバンギ南方のファ

ティマに位置しており60,000,000t以上の鉱量が見込

まれている.採掘の主目的はセメント原料である.

上記鉱床の時代･型式･おもな鉱物および貫入岩など

を一括すると第4表のようになる.

第4表

(1)乾期中でも地下水面が地表下2m付近であることこれは

鉱床のほとんどが地下水面下に賦存していることを意味し

特殊た採掘技術を必要とするので採掘費の高騰を余儀な

くする.

(2〕鉱石の性質からみてウラン抽出に要する費用が一般のウ

ラン鉱石にくらべてかなり高くつく.たとえば硫酸処理

を行なうぱあい硫酸の消費量は一般の鉱石のばあいよリ

も10倍ぐウ)いは必要であろう.

(3)現在ウラン市場は世界的に安定しておりまたフラン

スにとってはニジェｰルにおけるウラン鉱床の探査が好調

であるので11)および(2)の困難性を克服してなおかっこの

鉱床を早急に開発しなければならないほど困窮していない.

111/二:

中生代白亜紀?

古生代

先カンブリア期A

鉱床の型式1おもな鉱物

漂砂鉱床仁㌫κイ

1トモナサイト

1燐灰ウラン石燐銅ウラン

層状鉱床

1石

11ダネヤモンド

おも荏貫入岩

ドロマイト石灰石カオ

リン

鉱脈孟鉱床1簑鉄簑鍋墓石流z裏ガ毒孟

1鉛鉱

塊状鉱床一磁鉄鉱クロｰム鉄鉱

瑳梅岩ドレ

ライト

花筒岩類斑

栃砦蛇紋岩

徹機岩ドレ

ライト

(4)輸送面で不利放立地条件にある.

しかしこの鉱床カミ発見されたことはいろいろの意味

で意義深い.従来まったく知られていなかった始新

世の堆積物が先カンブリア期層を不整合におおいかつ

前に述べたように多くの場所で多種多様の鉱物資

源が発見されているカミ今後重点的に探査すべき地区と

しては鉱山地質局カミ報告した1946年から1970年まで

の地質鉱床調査総括の中に下記のような地区カミ挙げら

れている.

第13図バクウマウラン鉱床露天掘近くの貯鉱.採掘準備の一つと

して密林カ;このように伐採されている.

第14図バクウマウラン鉱床の露天掘跡.上部は酸化鉄によって固

結されたキュラスその下部の掘り込まれた部分(影に放って

いる)から下部か鉱床地表から水面までは約2mである.�
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(1)ビラオ～ンガデ地域の銅鉱床調査

(2)ボｰト･コットｰ盆地におけるコバノレト徴候地の調査

(3)地球化学探鉱によって見出されたヤリンガ東部の銅徴候地

の調査

(4)クランペル西部の盆地におけるイルメナイト調査

(5)ボッサンゴア東部の盆地におけるイノレメナイトおよびモナ

ザイト調査

(6)クランペル西部に分布するチャｰノッカイトについてのニ

ッケルとクロムを主目的とする調査

(7)バンギ西部において地球化学探鉱によって見出された銅徴

候地の調査

(8)50万分の1地質図幅の完成と図幅地域内の鉱物資源調査

鉱物資源探査･開発上の問題点

新鉱床あるいは新鉱床区発見の可能性は既知鉱床ま

たは既知鉱床区における鉱床の賦存状態･規模･鉱石鉱

物の種類と含有量ならびに分布の規貝雌などを十分に総

合把握しこれを一応の基礎資料として判断される.

いい換えれば鉱床を形成した地質条件と鉱石元素濃集

との関連性を既知鉱床の性状･数･規模･鉱石元素の

種類と含有量ならびに分布状況などによって推定しこ

れを新鉱床あるいは新鉱床区の発見に役立たせることで

ある.経済発展がすべてに優先すべき現在の中央アフ

リカ共和国においてはここ当分の聞は麗知鉱床の積

極的開発がまず第一に行なわれると思われるが上記の

ような観点から可能な限り基礎資料の収集･解析にも

積極的匁努力を払うべきであろう.たとえば地質層

序の確立と総括地質構造の特性とその発達史火成活

動の特徴･時期･構造運動との関連性鉱床の成因と鉱

化作用の時期ならびに特徴の把握などは可急的速やか

に行なわれることカミ好ましく将来の鉱物資源探査にき

わめて有効である.

しかしこの国では鉱物資源の探査･開発を行なう

場合に避けることの困難な幾つかの問題点がある.

ゆるやか底丘陵地形をなす国土のほとんどをおおうサ

バンナと密林ならびにラテライト道路網の乏しさお

よび1km2当りの人口密度がおよそ3.8人という人口過

疎と一般大衆の鉱物資源に対する知識の乏しさやそ

の開発に対する意欲の不足などはその好例である.既

知鉱床の圧倒的多数カミ漂砂鉱床であることは火成鉱床

･変成鉱床および漂砂鉱床以外の堆積鉱床の乏しさを示

すものではなくおそらく河川において鉱物資源発見

の機会が多いことを示すものであり鉱物資源探査の初

期的段階の域を出ていないことを時宗していると考えら

れる.したがって鉱物資源を探査する手段としては

一般の調査よりも沖積層探鉱または地球化学探鉱対

象によっては空中探査などの方が有効ではあるがしか

し未調査地域であって宅地表調査によってかなりの

成果を挙げることが可能である.すでに多くの場所で

漂砂鉱床以外の鉱床が地質図幅の作成を主目的とする

地表調査の過程で発見されていることはその例証であり

また今回のわれわれの予察によって得られた成果も例

外ではない.

今回われわれが鉱物資源の予察を実施するに当って使

用することができたもっとも詳しい資料でさえも50万分

の1地質図と説明書にすぎなかったがこの国では従来

知られてい衣かったタイプの高放射能異常地や高品位の

金鉱石の転石を発見することができた.ほとんど露出

の扱い地域での短=期間の予察出発前に鉱物資源に関す

る資料を入手することができなかったことなどを思えば

これらの鉱徴地の発見は偶然に幸運に恵まれたとみる人

も少なくなかろう･しかし地質図を判読することに

よって鉱床胚胎の場としての地質構造の存在と鉱化作

用を伴ったであろうと推定される火成岩の貫入との関係

から特定の地区に鉱床の存在を予測しその予測地で

金鉱を発見したことおよび買入時期･機構ならびに

岩質を異にする花庸岩類の中で特定の花開岩について

放射能異常地発見の可能性を想定して予期した通りの

成果を挙げ得たことなどは調査の目的や調査者によっ

ては地表調査も相当に有効であることを示す一つの例

であろう.

要するに野外調査に適当ではないこの国で鉱物資源

探査の成果を挙げるためにはまず第一に基礎資料の

地質学的･鉱床学的解析をいかに適切に行なって鉱床賦

存を予測する知識とそれを実行する技術と経験とを持ち

合わせていることが必要であるということである.基

礎資料の必要性を先に述べた理由もこの点にあるわけで

あるが現時点のこの国ではまことに残念ながらこ

れらを自主的に行なうことができるだけの態勢は備わっ

ていない.

鉱物資源の開発･利用こそ産業経済発展の基盤である

と考えられている現在のこの国における鉱物資源探査上

の問題点としてはその任に当り得る地質鉱床専門家の

育成こそまず第一に挙げられるべきでありまた一般

国民の鉱物資源に関する知識と関心を昂めることも必要

であろう.一方鉱物資源の探査･開発を担当する機

関の人員･設備･機器の充実と資料の収集および有効

利用を十分に行ないラる態勢を整えることも欠くことの

でき泣い重要な事項である.

一般国民の鉱物資源に関する知識と関心を昂めると同�
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第15図

主要'水系図

様に鉱物資源開発に対する理解と熱意を昂めることは

もちろん重要であるカミこれらのほかにすべての産業

開発に共通する多くの困難がある.

まず第一に考えられることは内陸国であるという地

理的条件に基づく物資輸送の困難性である.現在

物資のほとんどカミ大西洋に面するカメルｰン連邦共和

国のドゥアラから陸送されるかまたは同じく大西洋

に面するコンゴ共和国のポアント･ノアｰルからブラザ

ビノレまで鉄道で輸送されこれからバンギまではコンゴ

川とその一支流であるウバンギ川を航行する貨物船に

よって輸送されている･ドゥアラとバンギ間の陸送費

は30,000円/亡以上ブラザビルとバンギ間の貨物船は

上り12冒間下り10日間を要する.一方国内輸送も

決して容易ではない.そのおもな理由は鉄道がまっ

たくないこと自動車を通じ･うる道路の総延長19,310

kmのうち雨期にも利用できる部分が約6,000kmにすぎ

ないことおよび河川が著しく発達している割には商

業船舶の航行カミほとんど不可能であることなどである

(第15図).年間を通じ･て利用できる道路延長が比較的

に短かいのは多くの河川の水位の差が乾期と雨期とで

は数mにも達することおよび橋梁の絶対的不足カミお

もな原因とたっている(第16図).

このよう放輸送事情の好転を計ってカメノレｰン鉄道

とスｰダン鉄道のこの国への延長どこれらを連絡する

第16図�
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国内鉄道の建設が計画されている･これらの計画の一

つでも実現した時この国の産業･経済の開発は急速か

つ飛躍的に進展するにちがい狂い.しかし経済的に

も技術的にも豊かでないこの国の現状をみる時その実

現には長い年月と多面にわたる苦労とを余儀なくされる

と思われる.輸送事庸を好転させると思われるもう一

つの計画として大西洋岸と紅海岸とを結ぶハイウェイ

がある.しかしこの計画は既設道路の改修を主と

することにたる可能性カミ強くまたこの国ではハン

ガッソウからバンギを経て北酉方へ向う既設の一級国道

がこの計画の一部に入っているのでたとえこの計画カミ

実現したとしてもこの国の南東部や北東部を通る道路

の新設または大規模の改修を前提としないかぎり輸送

問題を飛躍的に好転させることはむずかしかろう.

このような困難な輸送問題を前提としまた乏しい

現在の工業力を考えて鉱物資源の開発を思うとその対

象は当然ダイヤモンド砂金稀元素鉱物などのよ

うな少量で高価なものに限られるといっても過言では

たい.ただしこれら以外の鉱床であっても現在の

輸送事情その他の困難性を考慮してなおかつ採掘の対象

となりうる品質･量ともにすぐれた鉱床が発見されれば

別である.

現在工業力の乏しさが鉱物資源開発を不活発にして

いる一因となっていることも否めない.現在計画中の

セメント工場を除げば鉱物資源と直接に関係ある工場

としてはダイヤモンド研磨工場だけであり既知鉱物

資源をせっかく開発したとしても国内消費として利用

することはほとんど不可能でありしたがってどうし

ても外国への売鉱を考えざるをえたい.いい換えれば

特定のものを除けば輸出を目的として自主開発をする

かまたは外国資本による開発を行ないそれによっ

て利潤をあげざるをえないということである.国内消

費または輸出を考えた場合やはりそれが軌道にのる

までには多額の投資が必要であり差当ってはたと

え小規模ではあっても既知鉱物資源の国内消費用の有

効利用を別の角度から検討してみるのも決して無駄では

たい.

輸送事情と工業カの問題はただそれだけにとどまら

ず多くの面に強い影響を与えている.調査･開発業

務に欠くことのできない自動車やすべての機器ガソリ

ン目用品のほとんどを輸入に依存しなければならたい

現状はかりに鉱物資源の開発に大きな関心なりまた

は魅力を抱いている人があったとしてもそれに着手

することをしゅんじゅんさせる大きな理由となる.

クランヘノレとハンガッソウとを結ぶ線よりも東部では

ガソリンはもちろん食糧を含む必需品の入手カミきわめ

て困難であり県庁所在地においてさえガソリン自

動車部品目用品野菜類を入手することカミ不可能なこ

とさえある.またこの国というよりはむしろ赤

道アフリカの奥地での生活に馴れていない人にとって都

合の悪いことの一つに飲料水の絶対的不足カミある.バ

ンギをはじめ主要都市では水道の利用が不可能ではない

がとくに僻地では川の水をそのまま飲用にすることが

多いようである.これは浄水設備と水道設備との圧倒

的不足に基因しているわけであるが国民の健康管理と

より豊かな生活への向上を計る意味においても不安た

く使用できる水を供給する方法が考えられるべきであろ

う.水系の発達カ浪好でありまた地下水面が浅い

にもかかわらずそうした設備がきわめて少なく井戸

が掘られていないのは実に不思議である.水の有効利

用は今後この国における大きなプロジェクトの一つ

と衣るにちがいないがたとえば中生層の構成物質の

一つである珪岩礫カミ簡便な浄水装置の材料の一つとして

手興であることなど身近なそして生活する上において

より有益なことを中心に鉱物資源を利用することは国

民の関心を昴める上においても必要かもしれ扱い.

鉱物資源の探査･開発に関してはこれまでに述べた

ことのほかに多くの問題点カミあるが紙敷の都合もあ

るのでそれらについては説明を省略する.鉱物資源

の探査面で積極的に研究されるべき問題の一つとして

ラテライトの問題がある.もちろんラテライトを資

源論的立場から研究することもその一つにはちカミい荏い

がむしろラテライトをどのように検討してその下部の

潜頭鉱床を把握するかという問題の方が重要でありか

つ可急的に行なわれるべきである.この問題は中央

アフリカ共和国だけに特徴的なものではなくいわゆる

赤道地帯に共通のものであり海外に鉱物資源を依存し

なければならないわか国にとっても重要な課題の一つ

である.

中央アフリカ共和国の地質･鉱物資源とその探査･開

発上の若干の問題点をきわめて皮相的に述べてきたか

誕生間もないこの国の現状をみるときやはりここ当

分の間はいわゆる先進諸国の技術的･経済的援助がど

うしても必要であると痛感される.

いろいろの意味でこの国に興味や関心をもっている人

や国は決して少なくはない.そうした人や国が今後

この国に対してどのような評価を与えまたどのよ

うな行動をとるかは誰にも判らない.しかし美くし

い緑と人の心カミ滝ちているこの高原の国では真の善意

とその行動とだけが開花することは確かなようである.

(筆者は鉱床部)�




